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　「音更町総合福祉センター」「共栄
コミュニティセンター」「木野コミュ
ニティセンター」にそれぞれ『マス
ク回収ボックス』を設置し、ご家庭
で使用していないマスクを回収して
います。ご寄付いただいたマスクに
ついては町内の福祉施設にお渡しする等、有効に活用
させていただきます。
☆マスクは「未使用・未開封」のものに

限らせていただきます。☆

未使用のマスクを回収しています

　社会福祉協議会では新型コロナウィルス感染症の影響を受け、休業等により収入が減少された世
帯に対して資金の貸付を行っています。
■貸 付 対 象　�　新型コロナウィルス感染症の影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急

かつ一時的な生計維持のための貸付を必要としている世帯
　　　　　　　※ただし、生活保護世帯、暴力団員、債務整理中の方は対象外です。
■貸付限度額　20万円以内（申込者が指定する金融機関に送金します。）
■貸 付 条 件　・据置期間：１年以内　�・返済期間：２年以内　�・貸付利子：無利子
　　　　　　　�・連帯保証人：不要
■必要書類等　・申込者の身分を証明できるもの（運転免許証・健康保険証等）
　　　　　　　・世帯全員の住民票　・印鑑　・申込者の預金通帳またはキャッシュカード
　　　　　　　・減収が確認できる書類（給与明細・出納帳等）
■受付方法等　
　・まずはお電話で問い合わせください。受付時間は平日の午前８時45分から午後５時30分まで

となります。
　・貸付審査は北海道社会福祉協議会において行います。貸付決定の際は、受付日から10日程度

での送金となります。
　・あわせて新型コロナウイルス感染症の影響による収入の減少や失業により、日常生活の維持が

困難となる際は、原則３カ月以内の貸付を行う「総合支援資金特例貸付」の受付も行っており
ます。詳しくは問い合わせください。

問い合わせ・申請先　　音更町社会福祉協議会　地域福祉係（☎42-2400）

【新型コロナウイルス】緊急小口資金特例貸付のご案内

　例年７月に開催しております「福祉
まつり�in�おとふけ」につきまして、誠
に残念ですが、現在の情勢を踏まえて
今年度の開催を中止とさせていただき
ます。
　つきましては、一日も
早いウィルスの収束と町
民皆様のご健康を心より
お祈り申し上げます。

“福祉まつりin おとふけ”
の中止について
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社協会員の加入促進
　町内会及び社協推進員の皆様のご協力により、町
民の皆様へ理解を求め、会員の加入促進に取り組み
ます。

社協だより・ホームページによる周知
　年４回発行
する「おとふ
け社協だよ
り」と社会福
祉協議会ホー
ムページの中
で、社会福祉協議会の活動状況やボラン
ティアの情報等を発信しています。
ホームページアドレス　http://otofuke-shakyo.jp/

老人クラブ連合会事務局業務
　役員会の開催、単位老人クラブへの支援、各種研
修や大会の運営等、老人クラブの推進に努めます。

生活支援体制整備事業
　生活支援コーディネーターの配置及び協議体を設
置し、各種事業を推進しながら地域包括ケアシステ
ムの構築に取り組みます。
①ふまねっと活動の普及促進
　高齢者の歩行機能の改善や認知症の予防等に効果
が期待されている「ふまねっと」という道具を用いて、
地域全体で取り組んでいただけるよう支援します。
　「ふまねっと」の無料貸出しも行っています。
②地域交流サロン活動の普及促進
　住み慣れた地域で「生きがいづくり」「健康づくり」
のために行われる「地域交流サロン活動」を普及促進

します。また活動に係る経費の助成、傷害保険の加
入を行います。
③地域住民のニーズ把握
　住民座談会や出前講座を通して、地域住民のニー
ズ把握に努めます。
④協議体の運営及び住民向け講演会の開催
　地域の多様な主体がメンバーとなり、より良いま
ちづくりを目指した協議の場を進めるとともに、住
民理解を深めるための講演会を開催します。

ボランティアセンター事業
①ボランティアセンターの運営
　ボランティアに関する情報提供体制を整備すると
ともに、安心してボランティア活動ができるよう、
ボランティア関連の保険窓口業務、活動の需給調整
等を行い支援します。
②災害ボランティアセンターの設置運営準備
　有事の際の災害ボランティアセンターの設置に向
け、北海道社会福祉協議会との共催による「災害ボ
ランティア養成」等の研修会を行います。
※�研修会の開催時期については今後の新型コロナウ
イルスの収束状況により判断します。

③おとふけ生きいきポイント事業
　町内に住所を有する65歳以上の方が町長の指定
する福祉施設等でボランティア活動を行うことによ
り、ポイントが付き、貯めたポイントに応じて換金
することが出来ます。
※�登録研修会の開催時期については今後の新型コロ
ナウイルスの収束状況により判断します。

令和２年度　社協の事業について
　令和２年度の事業内容においては、既存事業の充実や新たな事業への取組み、地域福祉実践
計画策定に向けての住民座談会等を計画しておりましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大
により、今現在、計画している事業の多くに取り組むことが出来ない状況が続いております。
　今後は動向を見極めながら事業実施の判断をしていきたいと思いますが、このような状況だ
からこそ、社会福祉協議会として出来ることを十分に検討してまいります。皆様のご支援をよ
ろしくお願い申し上げます。
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ひとり暮らし会食交流事業
　70歳以上のお一人で暮らされている方を対象と
した会食交流会を、十勝川温泉を会場に開催いたし
ます。
※�現在11月頃の開催を予定しておりますが、今後の
新型コロナウイルスの収束状況により判断します。

福祉用具の貸出
　介護保険等の福祉制度が適
用されない町民に対し、車い
すをはじめとした在宅で生活
するうえで必要となる福祉用
具を一時的に貸出します。

ひとり親家庭支援事業
　歳末たすけあい募金をもととして、民生委員の協
力を得ながら18歳以下（高校3年生まで）のお子様
を養育しているご家庭へ年末に図書カードを配布い
たします。

喫茶はっぴぃ～事業
　総合福祉センターに
て、ボランティア、地域
住民の交流の場、また障
がい者の社会参加の場と
して運営します。
※�新型コロナウイルスの拡大を受け、当面営業時間
を短縮します。

認知症カフェ事業
　「喫茶はっぴぃ～」を会場に、認知症の方と家族、
地域住民、専門職等、誰もが気軽に参加することが
出来る場。お茶を飲みながらリラックスした雰囲気
で交流や介護相談等を行います。
※�開催時期については今後の新型コロナウイルスの
収束状況により判断します。

認知症高齢者見守りサポーター事業（新規実施予定）
　在宅で生活をしている認知症の症状がある方を対
象に、研修を修了した「見守りサポーター」が、話し
相手や介護者不在時の留守番、本人との趣味活動等
の見守り支援を行います。

帯広大谷短期大学との連携事業
①本会事業との連携
　本会で実施している各種事業に学生に参加協力い
ただき、参加者との交流をしていただくほか、事業
に応じて企画の段階から短大と協議しながら進めま
す。
②福祉学習の推進
　子どもたちに福祉や障がい、ボランティアに対す
る理解促進を図るため、短大と協働で福祉の学習を
支援します。

権利擁護事業
①日常生活自立支援事業
　認知症や障がい等により、判断能力が十分でない
方に対し、福祉サービスの利用手続き援助や日常的
な金銭管理等の支援を行います。
②音更町成年後見サポートセンター事業
　音更町より委託を受け、成年後見制度の啓発や相
談に応じるほか、市民後見人養成研修修了生に対す
るフォローアップも行います。その他、新規の市民
後見人の養成研修会の開催及び権利擁護支援の中核
となる機関として、地域連携ネットワークの構築に
努めます。
③法人後見事業
　家庭裁判所からの選任を受け、社会福祉協議会が
成年後見人等になり、法人後見支援員との協働によ
り、被後見人の身上監護や財産管理事務等を行いま
す。
④独自金銭管理サービス事業（新規実施予定）
　従来の日常生活自立支援事業の対象とならない方
を対象に、本会との任意契約に基づき、金銭管理等
のサービスを行います。日常生活自立支援事業、及
び成年後見制度の利用を念頭に短期間の契約を基本
として、本会職員が対応し柔軟な支援を行います。
⑤緊急時安否確認（カギ預かり）事業（新規実施予定）
　申請により登録したひとり暮らしの高齢者の自宅
のカギを預かり、安否確認を実施します。

＜喫茶はっぴぃ～営業時間＞

月曜日～金曜日（祝日及び第３月曜日除く）

午前１０時３０分～午後２時００分

軽食・各種ドリンク類を提供しております
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収入の部
合計

163,008千円

支出の部
合計

163,008千円

会　費 1,000
寄付金 820

負担金
240

経常経費補助金
29,159

受託事業
104,801

法人後見事業
1,180

売上高
1,078

その他
999

前年度繰越金
18,167

積立資産
取崩収入
5,564

人件費
44,548

事務費
12,927

事業費
75,856

積立資産支出
1,758
ファイナンス・リース債務の返済
6,937
その他
920
共同募金
配分金事業
400
助成金
2,230

次年度
繰越金
17,432

令和２年度収支予算　（単位：千円）

生活支援事業
①生活福祉資金貸付事業
　北海道社会福祉協議会より委託を受け、収入が少
なく必要な資金の融資を他から受ける事が困難な世
帯や、障がい者、高齢者のいる世帯の生活安定、向
上を図ることを目的に様々な貸付資金の相談窓口と
なります。
　併せて３月25日からは新型コロナウイルス感染
症に係る特例貸付（緊急小口資金及び総合支援資金）
の受付を行っています。
②生活困窮者に対する安心サポート事業
　北海道社会福祉協議会との協働により、制度の狭
間の生活困窮などの様々な課題を抱える人に対し、
自立相談支援機関等の関係機関と連携し、概ね３万

円を限度とした経済的援助を現物で給付します。
③応急生活資金貸付事業
　生活保護世帯等の生活に緊急を要する際、小口資
金の貸付を行います。

高齢者就労センター
　町内在住の概ね
60歳以上（80歳
未満）で健康な方
に様々なお仕事を
紹介します。
　男性、女性、資
格や免許に応じ、登録者に適した就労の場を確保し
ます。

高齢者就労センター会員を募集しています
　公共業務（草取り・草刈・資源ごみ収集作業等）や各ご家庭から引き受けたお仕事を、会員の方に紹
介します。まずはお問い合わせください。
○原則として町内在住の概ね60歳以上の健康な方であれば会員登録できます。
○知識や経験・技術に見合った内容のお仕事を紹介します。
○働いた内容に応じ、毎月決められた日に配分金が支払われます。

（主な作業内容）
　●屋内外作業（草刈・草取り・庭木選定・室内清掃等）
　　※特に草刈、草取り作業をしていただける方を募集しています。
　●農作業（芋・ビート等の収穫支援）
　●事務作業（封筒や賞状のあて名書き等）
　●資源ごみ収集作業
　　・町内の各家庭から排出される資源ごみを収集します。
　　・１班３人体制の交代勤務です。（１日６時間・月11日程度の勤務です。）

高齢者就労センター　☎42-3335
リサイクルセンタ―（資源ごみ収集作業）　☎42-1020
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収入の部
合計

178,887,317円
支出の部
合計

178,887,317円

会費 919,750
寄付金 893,567
共同募金配分金 1,987,590

その他
2,363,266

法人後見事業 1,360,000
売上高 1,037,470
負担金 220,000

経常経費補助金
　20,231,000

受託事業
14,297,554

積立資金
取崩収入
29,805,710

前年度
繰越金

18,167,299 人件費
40,134,345

事業費
71,513,512

ファイナンス・リース債務の返済支出
6,564,888
その他 2,332,881
共同募金配分金
事業費 394,590
助成金 1,482,200

次年度繰越金
20,198,640

高齢者
就労受託事業
87,604,111 事務費

11,645,789

積立資産支出
24,620,472

令和元年度収支決算　（単位：円）

地域福祉部門
□生活支援体制整備事業
　Ⅰ．ふまねっと活動の普及促進
　・延教室開催数	 86回
　・延サポーター参加数	 277名
　・延参加人数	 1,789名
　・延ネット使用数	 189本	
　・サポーター養成研修（7月8日）　8名受講
　Ⅱ．地域交流サロン活動の普及促進
　・町内24か所のサロンを後援
　・広報活動、傷害保険の加入、活動費の助成等
　Ⅲ．協議体の運営及び住民向け講演会の開催
　・協議体関係会議　	 4回開催
　・住民参加の地域づくり講演会（10月10日）135名参加
□ボランティアセンター事業
　Ⅰ．ボランティア登録及び調整状況
　・個人ボランティア登録数	 46名
　・団体ボランティア登録数	 36団体（576名）
　・ボランティア派遣調整数	 60回（延368名）
　Ⅱ．災害ボランティアの養成
　・災害ボランティア養成講座（11月19日）49名参加
　Ⅲ．おとふけ生きいきポイント事業
　・事業説明及び登録研修会	 4回開催　64名受講
　・事業登録者（ポイント手帳交付）　176名
　・受入機関　町内54事業所
□ひとり暮らし会食交流事業　
　11月20日　笹井ホテル	 155名参加
□家族介護者交流事業
　8月2日　アンガーマネジメント研修と会食（帯広市）10名参加
□福祉まつりinおとふけ
　7月28日　総合福祉センター
□福祉用具の貸出
　・車いす　70回貸出
　・ポータブルトイレ　2回貸出
□ひとり親家庭支援事業
　239世帯（391名）へ図書
　カードを配布
□喫茶はっぴぃ～事業
　・営業日数　204日
　・ボランティア延人数
　　218名
　・障がい者受入延人数
　　216名
□認知症カフェ事業
　（オレンジはっぴぃ～）
　5回開催（延93名参加）

□帯広大谷短期大学との連携
　・社会福祉協議会事業への学生参加協力
　・学生サロン「元気」の企画運営（6月～ 8月開催）
　・福祉の学習の推進強化（町内小学校等）

生活福祉支援部門
□権利擁護事業
　Ⅰ．日常生活自立支援事業
　・生活支援員登録数　17名
　・サービス利用者　　	2名
　Ⅱ．音更町成年後見サポートセンター事業
　・成年後見講演会（6月15日）	140名参加
　・福祉まつり会場でのPRチラシ入りティッシュの配布
　・法人後見支援員情報交換会（5月16日）16名参加
　・市民後見人フォローアップ研修（2回開催）延28名参加
　・相談実績　51件（新規37件・継続14件）
　Ⅲ．法人後見事業
　受任件数　8件（令和元年度末件数）
□生活支援事業
　Ⅰ．生活福祉資金貸付事業
　・緊急小口資金（本則）　4件
　・緊急小口資金（新型コロナウィルスに係る特例）8件
　・福祉資金福祉費　1件
　・教育支援資金　　1件
　Ⅱ．生活困窮者に対する安心サポート事業
　・支援件数　2件
　Ⅲ．応急生活資金貸付事業
　・貸付件数　31件

高齢者就労センター部門
□公共業務
　年間就労延人員　延6,712名　受託件数　20件
□民間業務
　年間就労延人員　延4,555名　受託件数1,472件

令和元年度　事　業　報　告
　令和元年度実施事業について以下のとおり報告します。
　なお、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、２月３月と予定していた幾つかの事業を中止と
させていただきました。
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　社会福祉協議会（以下「社協」）は、地域の皆さまに支えられた民間の福祉団体です。
　地域の皆様のお力を活かしながら、誰もが安心して暮らすことのできる福祉のまちづくりを目指
し、地域福祉を推進する役割を担っています。
　行政による法律に基づいた福祉施策とは違い、住民主体の地域福祉活動の実施のため、社協会費
への協力をお願いしています。

□世帯会員　一口　  200円
□賛助会員　一口  2,000円
（社会福祉施設、福祉団体、会社等）

【納入方法】
●現金をご持参いただく場合
　社協事務局（音更町大通11丁目1番地　音更町総合福祉センター内）にて受付いたします。（平日�
午前８時45分～午後５時30分）
●口座でお振込みの場合
　音更町農協、木野農協のそれぞれに専用の振込用紙を用意しております。
　※�各町内会長より推薦をいただいております「社会福祉協議会推進員」がご家庭を　訪問し、会員加
入の協力をお願いする場合もございます。

問い合わせ：音更町社会福祉協議会　総務係　☎0155-42-2400

社協の財源はどうなっているの？
●音更町や北海道社会福祉協議会からの補助金・委託金
●社会福祉協議会会員からの会費　　　●地域の皆さまからの寄付金
●共同募金からの配分金　　　　　　　●高齢者就労センターや喫茶事業による収益

　「赤い羽根共同募金」運動の一環として、音更町限定の寄付金付きピンバッジを作成しました。
今年度は音更町で50年以上もの間生産されている「音更大袖振大豆」のキャラクターである「お
おそでくん」が、十勝川温泉の名湯「モールの湯」にゆっくり浸かり、温まっているデザインとなっ
ています。
　販売額の500円から製作費を差し引いた金額が音更町の赤い羽根共同募金実績と
なります。多くの皆様にこのバッジが届きますように。

　　1個 500円（500個限定）　総合福祉センター他で取扱中！

　音更町社会福祉協議会の会員加入促進に対し、各町内会において活動いただいている「社会福祉
協議会推進員」について、今年度もそれぞれの町内会長様よりご推薦をいただいておりますが、こ
の度の新型コロナウィルスの感染拡大を受けて、例年７月に行っております「推進員会議」につい
ては開催を中止とさせていただきます。

社協の活動は皆さまの会費によって支えられています社協の活動は皆さまの会費によって支えられています

「音更町限定 寄付金付きピンバッジ」のご紹介

社協事業の自主性を高めるために
自主財源の確保が重要になります
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賛助会員
会　　社　　名 金額（円）

音更町農業協同組合 30,000
㈲笹本燃料店 20,000

おかの仕出し惣菜店 10,000

おとふけ調剤薬局 10,000

木野農業組合 10,000

光明寺 10,000

宝来中央歯科 10,000
向平健康堂薬局 10,000

会　　社　　名 金額（円）

㈱のむら葬祭 5,000
三島保温工業 5,000

帯広保安資材 4,000

帯広大谷短期大学 2,000

帯広信金音更支店 2,000

介護老人保健施設とかち 2,000

㈲道新音更販売所 2,000
㈱トーシン 2,000

会　　社　　名 金額（円）

㈱本別システム 2,000
水口印刷 2,000

世帯会員

令和元年度社会福祉協議会会費納入報告
　令和元年度社協会費につきましては、多くの皆様からご協力いただき、ありがとうございました。ご
協力いただいた社協会費をここで報告させていただきます。

町　内　会　名 金額（円）件数（件）

東平和 2,800
南中新政 2,600

富士 2,400

忍 400

稲穂 13,000 1

宝来第 1 7,000

宝来第 2 3,000

ひびき野西町第 1 7,150

ひびき野仲町 2 丁目 5,000

ひびき野東町 2 丁目 5,000

北宝来 1 39,000 22

東旭 4,000

旭 4,200

報徳 2,800

北昭和 3,400

東昭和 3,000

中昭和 3,600

昭和 2,000

共和 2,000

東昭栄 3,600

昭栄 6,500

北明 14,800 1

新生 31,000

双葉 8,800

三交 3,400

にこにこ 6,400

桜が丘 13,500

桜が丘西 10,000

北陽台 11,400
柏寿台 3,000

町　内　会　名 金額（円）件数（件）

雄飛が丘南区第 1 10,000 1
雄飛が丘南区第 3 10,000

雄飛が丘仲区第 1 14,400

雄飛が丘仲区第 2 10,000

雄飛が丘北 19,200 23

雄飛が丘中央団地 16,000

六新 12,800

七福 9,400

新緑 2,600

東新緑 12,000

東栄南 10,400

泉 8,000

新泉 5,000

若葉 13,400

北花園 27,400

花園 14,000

東住吉 30,000 15

開進 11,000 1

楓 10,000

柳町北 2,000 1

柳町南区東 10,000

柳町南区西 400 2

緑陽台北区第 1 10,000

緑陽台北区第 2 1,000 1

共栄 25,500

緑街 20,000

共栄高台 10,000

共栄台南 2,000

共栄台東 7,100
緑陽 45,000

町　内　会　名 金額（円）件数（件）

木野 5 11,400 57
木野 6 5,000

木野 7 10,000

木野西 11 13,000

木野新町 10,000

千隆 8,800

青葉 10,000

北蘭東 2,000 2

北蘭西 34,000 2

清和 4,000 3

鈴蘭 6,400

鈴蘭公園通 5,000 9

然別 7,200

大和 1,800

東士狩 5,200

矢部 5,000

鎮錬 3,800

上然別 5,000

北上 1,800

北栄 1,000

誉 3,200

駒場 2,000 1

牧場 4,000

北駒場 3,800

東中音更 7,000

光和 2,000 1

西大牧 800

友進 2,200

牧 2,000
町外納入 1,000 1

（網掛けは町内会からの一括納付含む）

会費納入合計額

919,750 円
世帯会員　781,750円
賛助会員　138,000円
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　音更町では、認知症や知的・精神障がい等により判断能力が十分ではな
い人の権利を守るため、財産管理や日常生活でのさまざまな契約等の後見
業務を行なうことができる知識・技量を備えた「市民後見人」を養成する研
修を開催します。
　なお、市民後見人として活動するためには原則、養成研修のすべての講
義を受講することが必要です。

●日 　 程　　　令和２年９月３日（木）～令和２年１０月１５日（木）の毎週木曜日の概ね
　　　　　　　　13時30分から　17時までを予定　
　　　　　　　　※右記「音更町市民後見人養成研修カリキュラム」のとおり

●会 　 場　　　音更町総合福祉センター（音更町大通11丁目1番地）

●対 　 象　　　①研修終了予定日において、満２５歳以上で、現に音更町に居住する者
②これまでに未成年後見人、成年後見人、保佐人、補助人を解任されたことが

ない者
　　　　　　　　③破産していない者
　　　　　　　　④音更町市民後見人養成研修を修了していない者
　　　　　　　　⑤原則としてすべての研修カリキュラムを受講できる見込みがある者

●受 講 料　　　無料　但し、教科書代（予定額2,100円）受講者負担

●募集期間　　　令和２年７月１日（水）～令和２年８月１１日（火）　必着　

●定 　 員　　　１２名（申込先着順で、定員になり次第、締切らせていただきます。）

●申込方法　　　別紙「市民後見人養成研修受講申込書」に必要事項を記載し写真
（縦3㎝×横2.5㎝、裏面に記名）を貼付したものを、音更町社会福祉協議会ま

で郵送又はご持参下さい。　　
※募集要項、申込書等は、音更町社会福祉協議会窓口・ホームページまたは、

役場・木野支所で取得できます。
　
●そ の 他　　　全カリキュラムを修了した方には修了証が発行されます。
　　　　　　　　今年度は、幕別町、上士幌町、池田町と合同での開催です。

新型コロナウイルス感染拡大の状況により、延期又は中止となる可能性があり
ます。

受講者
募集！

市民後見人養成研修市民後見人養成研修
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令和２年度
音更町市民後見人養成研修カリキュラム

令和２年度
音更町市民後見人養成研修カリキュラム

回 月・日 曜日 時 間 帯 単位 分 研 修 内 容 講 師

第
１
回

9/3 木

1 13：30～13：50 開講式

2 13：50～15：50 2 120 市民後見概論 みやざわ社会福祉士・行政書士事務所
所長　宮澤　英雄　氏3 16：00～17：00 1 60 権利擁護の理念

第
２
回

9/10 木

4 13：30～14：30 1 60 成年後見制度概論Ⅰ（法定後見） 岩﨑優子法律事務所
弁護士 
岩﨑　優子　氏

5 14：40～15：40 1 60 成年後見制度概論Ⅱ（任意後見）

6 15：50～16：50 1 60 民法（財産法・家族法）

第
３
回

9/17 木

7 13：30～14：30 1 60 認知症の理解 帯広大谷短期大学 小林  聖恵 氏

8 14：40～15：40 1 60 障がい者の理解 十勝障がい者総合相談支援センター

9 15：50～16：50 1 60 地域包括ケアシステム / 高齢者虐待防止法 音更町高齢者福祉課

第
４
回

9/24 木

10 13：30～14：30 1 60 後見実務Ⅰ（申立て） リーガル・サポート
司法書士
遠藤　豊和　氏

11 14：40～15：40 1 60 後見実務Ⅱ（報告）

12 15：50～16：50 1 60 後見実務Ⅲ（終了）

第
５
回

10/1 木
13 13：30～15：40 2 120 対人援助の基礎

帯広大谷短期大学
佐藤　英晶　氏

14 15：50～16：50 1 60 家庭裁判所の機能と役割 釧路家庭裁判所帯広支部

第
６
回

10/8 木

15 13：30～14：00 0.5 30 地域包括支援センターの役割

行政
社会福祉協議会
※各町対応

16 14：00～14：30 0.5 30 介護保険制度

17 14：40～15：10 0.5 30 障害者施策

18 15：10～15：40 0.5 30 生活保護制度

19 15：50～16：20 0.5 30 社会福祉協議会とは

20 16：20～16：50 0.5 30 日常生活自立支援事業

21 受講申込時 1
レポート 

エントリーシート

22 研修最終日 2 市民後見人像

第
７
回

10/15 木

23 13：30～14：00 0.5 30 受講生スピーチ 受講生

24 14：10～15：20 1 60
今後の活動と心構え

（法人後見支援員の登録と活動）
社会福祉協議会

25 15：30～16：00 0.5 30 実践報告 法人後見支援員

26 16：30～ 閉講式

※新型コロナウイルス感染拡大防止・予防策として本年度に限り、一部カリキュラムを変更しています。
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≪生活支援体制整備事業≫
　平成30年度より、音更町から「生活支援体制整備事業」を受託してい
ます。本事業の目的は地域の中の支え合いの仕組みを広めていくことです。
高齢化が進む中、医療・介護の負担はどんどん増えていき、これまで以上
に地域の中の支え合いの仕組みが重要になってきます。
　①　生活支援コーディネーター
　　　地域の支え合いの推進のために色々な調整を行うのが「生活支援コーディネーター」です。音更
町社協に１名配置されています。

　②　生活支援体制整備推進協議体
　　　地域住民を構成員とする「生活支援体制整備推進協議体」を設置し、本事業についてご意見をい
ただきながら検討を進めています。

≪ラジオ体操≫
　昨年、「みんなでラジオ体操（雄飛が
丘南公園）」、「おはよう広場（音更町総
合福祉センター前）」の２ヵ所でラジオ
体操の活動が始まり、本会でも立ち上げ
の際にお手伝いさせていただきました。
そうしたところ、実は音更町内では他に
もラジオ体操の活動が行われていたこ
とがわかりました。新型コロナウイルス
感染症の影響で人が集まる活動が難し
くなっておりますが、「３密」を避けな
がらできる活動かもしれません。

毎朝の数分の時間、皆さんであいさつを交わし、ラジオ体操をしてみてはどうでしょうか。
他にも音更町内でラジオ体操を行っている団体があればご連絡下さい。

≪地域の支え合い情報募集!!≫
　ご近所同士、町内会、老人クラブなど対象は問いません。皆さんが行っている活動がありましたら、社会
福祉協議会まで情報提供をお願いいたします。（ちょっとしたことでも大歓迎）

音更町社会福祉協議会　地域福祉係　江
えぶち

縁まで

ダイイチ

音

　更

　大

　通

ダイイチ

音

　更

　大

　通

清和ラジオ体操会
場所：鈴蘭軽スポーツセンター
期間：5/5～9/30

中鈴蘭若葉会ラジオ体操会
場所：鈴蘭生活館
期間：7/1～10/31　※予定

緑陽台南区ラジオ体操会
場所：緑陽台南公園
期間：5/5～10/10

緑陽台一二三会
場所：緑陽台中央公園
期間：5/10～10/10

みんなでラジオ体操
場所：雄飛が丘南公園
期間：7/27～10/23（※隔週で実施）

北陽台ラジオ体操同好会
場所：北陽台東公園
期間：5/1～9/30

おはよう広場
場所：総合福祉センター
期間：7/1～10/31
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　学校や町内会、老人クラブなど、地域の皆様のご要望に応じて、職員等が講師
となり出前講座を実施し、社会福祉の啓発と地域住民への理解を深めます。また、
出前講座を通して、本会と地域の皆様のつながりを深め、地域福祉の向上につな
げていきたいと考えています。

出前講座

無料

講　座　名

社会福祉協議会の活動につ
いて

地域の福祉活動について

ボランティア活動について

収集活動について

災害ボランティア活動につ
いて

アイマスク体験

車いす体験

社会福祉協議会の具体的な活動や役割についてご説明します。

音更町内で行われている様々な住民主体の地域福祉活動を写
真や映像を通して学びます。

町内で活動されているボランティア実践者より、活動内容や
活動に対する思い、苦労や嬉しかったことなどを紹介します。

気軽にできるボランティア活動として収集活動を紹介します。
また収集活動がどのように活かされているのかを学びます。

災害が発生した際のボランティア活動について、過去の災害
時の事例などを通して学びます。

目の不自由な方の日常を体験し、気持ちや接し方を学びます。

車いすの使い方、介助方法を学びます。また建物やまちの中
の段差などから支援の仕方について考えます。

共同募金の概要や音更町の
配分金事業について

助け合い体験ゲーム

おとふけ生きいきポイント
事業について

成年後見制度と権利擁護事
業について

高齢者・障がい者疑似体験

「赤い羽根共同募金」・「歳末たすけあい募金」の仕組みや募金
ボランティア、募金の使い道などについてお話します。

地域住民同士で互いに「助ける」「助けられる」楽しさについ
て、カードゲームを通して体験していただきます。

65歳以上の方が、町内福祉施設等でボランティア活動を行う
際のポイント制度について、説明を行います。研修会終了後
は登録して活動いただくこともできます。

判断能力が不十分な方の金銭の管理や手続き等のサポートを
行う成年後見制度、権利擁護事業について、制度概要を事例
を交えながら学びます。

疑似体験セットを装着することで高齢者や障がい者の身体機
能を体験。高齢者や障がい者の気持ちを知るとともに、支援
の方法を学びます。

内　　　　　容

社会福祉
協議会

地域
福祉活動

個別
生活支援

福祉体験

ボラン
ティア
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　上記以外の講座についても相談に応じますので、ご相談ください。
　なお、コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、出前講座実施が難しいと判断する場合がござい
ますのであらかじめご了承下さい。

講　座　名

介護ってなんだろう

ゲートボール

介護職員や介護を学ぶ学生の協力を得て、多くの人に「介護」
の仕事やその良さを知ってもらい、介護職の未来に繋げます。

年齢や性別などに関係なく誰でも楽しむことができるゲート
ボールをゲートボール協会の方にご協力いただき、体験しま
す。

ふまねっと

50センチ四方のマス目でできた大きな網を床に敷き、この網
を踏まないようにゆっくり慎重に歩く運動で子どもからお年
寄りまで誰でも楽しめます。高齢者については歩行機能と認
知機能の改善効果が期待できると言われています。

内　　　　　容

福祉体験

楽しむ

点字体験

障がいについて学ぶ

点字器を活用し、点字の基礎を学びます。

障がいを持っている当事者や家族の方より生活の様子を紹介。
「障がい」について考える機会とします。

　新型コロナウイルス感染症の影響で福祉施設等でのボランティア活動が難しくなっていますが、そん
な中でもできるボランティア活動の1つが「収集ボランティア」です。本会では、皆様にリングプルを
募集しています。
　集まったリングプルは江別市にある「リングプル再生ネットワーク（プルネット）」へ送付します。
リングプル約700～750㎏がたまった段階で、車椅子1台（アルミタイプ）に交換しています。
　交換した車椅子は介護保険等の福祉制度が適用されない町民の方への一時的な貸し出し（令和元年度
の貸し出しは70件）や町内小学校の福祉の学習などに使用させていただいております。

リングプル

リングプル

町民
社会福祉協議会

プルネット

町民

リングプルと
車椅子を交換

車椅子を貸し出し

こんなときでもできるボランティア活動 リングプル集め
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　例年４月に音更町老人クラブ連合会総会を開催しておりますが、今年度については、新型コロナウイ
ルス感染症の拡大防止の十分な対策が難しいため中止となりました。
　今後の事業については、役員会で検討し進めていく予定となっています。

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で様々な活動が自粛され、例会等で会員同士が顔を合わせるこ
とも難しくなっています。そんな中、一人暮らし等で生活の様子が心配な会員宅へ友愛訪問実施を呼び
かけたところ、20クラブが参加し、およそ200軒の会員宅に訪問実施しました。訪問時には、寄付い
ただいた手作りの布マスクを配布しました。現在は、会員が集まっての活動が難しいため、このような
活動が大切であると考えております。

　木野５区長生会では、音更町から木野仲公園管理を受託し、５月
から11月までの間、毎月１・15日に公園の清掃と草刈を行って
おり、作業が終わるとレジャーシートを敷くなどして、例会を行い
ます。また、姿の見えない会員へは、声がけ等を行うこともあるそ
うです。「活動費の創出」「地域貢献」「安否確認」などよいことが色々
ありそうな気がします。
　５月15日は、花壇の苗植え作業を行っていました。あいにく、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、作業終了後の例会は行
いませんでしたが、会員同士顔を合わせることができ、久しぶりの
交流の場となっていました。

老人クラブ連合会事務局からのお知らせ

●令和２年度音更町老人クラブ連合会総会は中止

◎老人クラブ会員の募集について
　音更町老人クラブ連合会は会員を募集しています。老人クラブは60歳以上の人ならどなたでも
参加できます。興味のある人はお気軽にお問合せ下さい。
→老人クラブに入るには？
　・単位クラブは、自宅から徒歩で集まることができる地域を範囲として組織化されています。
　・会員は常時募集していますので、お気軽に声をかけてください。
　・いきなりの加入に不安のある方は「体験参加」も可能です。

●一人暮らし等会員宅への友愛訪問を実施

●木野5区長生会老人クラブ（昭和41年設立、宮浦 豊会長、会員43名）

～単位老人クラブ活動紹介～

≪申し込み・問い合わせ≫　
音更町老人クラブ連合会事務局（音更町社会福祉協議会）TEL42−2400　FAX42−5481
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◎物　品
預託品名 預 託 者 氏 名 数　量

リングプル

下音更中学校生徒会 40 kg

プルネット

下音更小学校児童会 数量不明
昭和小学校児童会 31.2 kg
音更町柏寿協会 50 kg
JAボランティア菜の花 3.6 kg
木野8区共楽クラブ 数量不明
柳町町内会有志一同 9.2 kg
国際ソロプチミストおとふけ 9.7 kg
木野温泉 0.92 kg
柳町フォークダンス同好会 0.53 kg
林　孝 数量不明
匿名 数量不明
長谷川　光子 数量不明

使用済み
切手

林　孝 数量不明

北海道
ユニセフ

早川　義夫 数量不明
JAボランティア菜の花 378 枚
長谷川　光子 数量不明
音更町ブルースカイ 1,175 枚
国際ソロプチミストおとふけ 2,609 枚

使用済みテレカ 国際ソロプチミストおとふけ 1 枚
書き損じハガキ 国際ソロプチミストおとふけ 82 枚

（敬称略）
預託品名 預 託 者 氏 名 数　量

タオル
小野　博克 31 枚

町内
福祉施設

音更町商工会女性部 89 枚
JAボランティア菜の花 93 枚

ウエス 音更町商工会女性部 20 kg
スープ JAおとふけ 4,120 本
きなこ JAおとふけ 60 kg
毛布 川端　潔 5 枚
米 匿名 25 kg 喫茶はっぴぃ～
手作り
マスク

共栄南老人会 75 枚 町内小学校
匿名 50 枚 町内福祉施設

車いす 匿名 1 台 社会福祉協議会
ベルマーク 高野　辰夫 数量不明 町内小学校

◎金　銭 （敬称略）
寄　　付　　者　　氏　　名 寄付金(円) 寄 付 金 使 途

匿名（※親族の葬儀に際し） 30,000 

社会福祉事業
匿名（※孫の入学記念） 20,000 
匿名（※給付金の一部を寄付） 50,000 
匿名 10,000 
匿名 1,000 
匿名 5,000 みんなでラジオ体操

令和2年3月5日～令和2年6月5日＊ご厚志ありがとうございました＊＊ご厚志ありがとうございました＊
預託されました浄財を紹介いたします。　預託された浄財は配分先において有効に活用させていただきます。

社会福祉協議会の行っています各種事業は、会員皆様の会費と寄付金等を主な財源としております。
今後とも会員加入とご寄付につきまして、ご支援ご協力いただきたく、宜しくお願い申し上げます。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため臨時休業していましたが、６月１日より営業を再開しており
ます。座席の間隔を開け、手指の消毒液を設置し、テーブル等もしっかり消毒しておりますので安心し
てコーヒーを飲みに来てください。お待ちしております。
　なお、お客様とカウンターの間には飛沫防止シートを掛けさせていただきますことをご了承ください。
　　≪お客様にお願い≫
　　　　●　手指の消毒にご協力ください。
　　　　●　飲食時以外は、なるべくマスクの着用をお願いします。
　　　　●　発熱・倦怠感など体調が思わしくない方はご来店をお控えください。

喫茶はっぴぃ～営業再開のお知らせ


